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⑴
財
産
の
保
全
努
力

宗
教
法
人
法
は
、
宗
教
団
体
の
財
産
の
保
全
を
目
的
と
し
た
法
律
と
も

い
え
ま
す
。
保
全
に
値
す
る
財
産
が
失
わ
れ
れ
ば
、
宗
教
法
人
と
し
て
適

正
な
る
運
営
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

投
機
的
な
資
金
の
運
用
を
図
っ
て
、
宗
教
法
人
の
財
産
を
減
少
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

宗
教
法
人
は
、
礼�
�

拝�
�

の
施
設
そ
の
他
の
財
産
を
所
有
し
、
維
持
運
用
し
、

そ
の
他
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
業
務
、
事
業
を
行
う
団
体
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
活
動
を
行
う
う
え
で
必
要
な
財
産
は
最
も
基
礎

と
な
る
も
の
と
し
て
、
適
切
に
管
理
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

宗門総合振興計画 vol. 8 - 9

寺院の適切な管理運営について

▷ 12．財産の管理・運用の心得
▷ 13．財産処分に公告を忘れていませんか

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉

宗
門
で
は
、
宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な

寺
院
運
営
の
啓
蒙
・
普
及
の
た
め
、『
宗
報
』（
平
成
29
年
４
月

号
）
よ
り
『
宗
教
法
人
の
実
務
と
運
用
の
手
引
』
の
内
容
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
で
は
、
宗
教
法
人
の
財
産
管
理
、
財
産
処
分
等
に
つ
い

て
、「
12
．
財
産
の
管
理
・
運
用
の
心
得
」、「
13
．
財
産
処
分

に
公
告
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

12
．
財
産
の
管
理
・
運
用
の
心
得
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【
参
　
考
】
宗
教
団
体
の
要
件
（
宗
教
法
人
存
続
の
条
件
）

①
教
義
を
ひ
ろ
め
伝
え
る

②
儀
式
行
事
を
執
行
す
る

③
信
者
を
教
化
育
成
す
る

④
礼
拝
の
施
設
を
備
え
る

⑵
法
人
財
産
の
認
識

宗
教
法
人
の
財
産
は
、
門
信
徒
の
懇
念
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
住
職
個
人
の
も
の
で
も
、
責
任
役
員
個
人
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
も
宗
教
法
人
の
財
産
で
あ
っ
て
、
住
職
で
あ
る
代
表
役

員
、
責
任
役
員
等
が
法
律
に
基
づ
き
適
正
に
管
理
、
運
用
す
る
の
が
原
則

で
す
。

し
た
が
っ
て
、
財
産
の
管
理
者
は
、
経
理
を
正
確
に
し
て
、
会
計
報
告

を
怠
ら
ず
門
信
徒
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
疑
念
を
抱�
�

か
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
門
信
徒
と
の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
れ
ば
、
宗
教
活
動
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

⑶
法
人
財
産
と
個
人
財
産
と
の
区
別

宗
教
活
動
の
中
心
に
お
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
住
職
（
代
表
役

員
）
と
そ
の
家
族
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
庫�

裏�

で
の
生
活
に
は
公

私
の
区
別
は
つ
け
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
財
務
管
理
面
か

ら
は
宗
教
法
人
の
財
産
と
住
職
（
代
表
役
員
）
個
人
の
財
産
は
き
ち
ん
と

区
別
し
、
法
人
の
会
計
帳
簿
と
個
人
の
家
計
簿
の
両
方
を
は
っ
き
り
区
別

し
て
記
帳
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑷
宗
教
活
動
と
そ
の
他
の
事
業
と
の
区
別

宗
教
法
人
は
本
来
の
宗
教
活
動
以
外
に
公
益
事
業
や
収
益
事
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
宗
教
活
動
に
比
し
て
規
模
過
大
な
も
の

や
、
宗
教
法
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
業
等
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

事
業
を
行
う
場
合
は
規
則
に
記
載
し
、
区
分
経
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

⑴
財
産
処
分
を
必
要
と
す
る
場
合

宗
教
法
人
法
で
は
、
宗
教
法
人
が
次
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
場
合
、
公

告
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
財
産
処
分
を
行
う
行
為
の
少
な

く
と
も
１
か
月
前
に
公
告
が
必
要
で
す
。

①
不
動
産
の
処
分

「
不
動
産
」
は
、
境
内
地
・
境
外
地
、
境
内
建
物
・
境
外
建
物
を
問

い
ま
せ
ん
。

「
処
分
」
は
、
売
却
、
譲
渡
、
交
換
、
賃
貸
借
、
地
上
権
ま
た
は
地

役
権
の
設
定
等
を
い
い
、
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、
土
地
は
５
年
、
建

物
は
３
年
を
超
え
る
と
き
は
財
産
処
分
に
該
当
し
ま
す
。

②
宝
物
の
処
分

歴
史
上
、
信
仰
上
、
重
要
な
価
値
を
有
す
る
財
産
の
処
分

13
．
財
産
処
分
に
公
告
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
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宗門総合振興計画

③
担
保
の
供
与

不
動
産
、
宝
物
に
つ
い
て
、
抵
当
権
や
質
権
の
設
定
、
譲
渡
担
保
に

供
す
る
こ
と

④
借
入
又
は
保
証

銀
行
等
か
ら
の
借
入
や
第
三
者
の
債
務
に
対
し
保
証
人
に
な
る
こ
と

⑤
主
要
な
境
内
建
物
の
新
築
等

新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
築
、
除
却
、
著
�
�
�
�し

い
模
様
替
え
な
ど

⑥
境
内
地
の
著
し
い
模
様
替
え

⑦
主
要
な
境
内
建
物
又
は
境
内
地
の
用
途
変
更
等

（
註
１
）
 公
告
は
、
宗
教
法
人
が
重
要
な
行
為
（
合
併
、
解
散
、
財

産
処
分
等
）
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
法
人
内
の
責
任
役
員
会
の

決
定
の
み
で
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
門
徒
そ
の
他
の
利
害
関
係
人

も
承
知
の
う
え
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

（
註
２
）
 公
告
の
方
法
は
、
人
目
に
触
れ
や
す
い
場
所
を
選
定
し
、

公
告
日
数
の
10
日
間
、
門
徒
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
十
分
周
知

徹
底
で
き
る
よ
う
寺
則
に
定
め
ま
す
。

（
註
３
）
 公
告
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
門
徒
そ
の
他
の
利
害
関
係
人

か
ら
意
見
が
あ
っ
た
場
合
、
責
任
役
員
会
等
に
お
い
て
再
検
討
し

ま
す
。

（
註
４
）
 公
告
の
初
日
及
び
最
終
日
は
、
一
日
中
（
午
前
０
時
か
ら

午
後
12
時
）
で
な
い
限
り
期
間
に
算
入
さ
れ
な
い
の
で
、
不
足
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
留
意
し
ま
す
。

（
註
５
）
 公
告
の
方
法
は
、
登
記
事
項
で
す
。

⑵
財
産
処
分
等
の
手
続
き
の
流
れ

①
門
徒
総
代
の
同
意

②
責
任
役
員
会
の
議
決

③
公
告
（
あ
し
か
け
12
日
間
）
         反
対
意
見
が
あ
れ
ば
責
任
役
員

据
置
期
間
（
１
か
月
）
               会
で
再
検
討

④
宗
派
（
総
長
）
へ
の
寺
有
財

産
処
分
承
認
申
請

⑤
総
長
の
承
認

⑥
財
産
処
分

⑦
不
動
産
の
場
合
、
保
存
登
記

又
は
変
更
登
記処

分
し
た
財
産
が
基
本
財
産
総
額
に
変
更
が
あ
る
場
合

⑧
基
本
財
産
総
額
の
変
更
登
記

申
請

⑧
宗
派
へ
登
記
事
項
証
明
書
を
         ⑨
宗
派
及
び
所
轄
庁
へ
登
記
事

付
し
て
完
了
報
告
を
届
出
・
         
項
証
明
書
を
付
し
て
登
記
完

財
産
台
帳
の
整
理
                     
了
届
を
届
出
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⑶
財
産
処
分
の
公
告
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
例
（
参
考
）

門
徒
総
代
の
同
意
を
得
、
責
任
役
員
会
に
て
議
決

４
月
１
日
：
公
告
開
始
日

４
月
２
日
：
公
告
開
始
起
算
日

↓
《
10
日
間
　
掲
示
》

４
月
11
日
：
公
告
期
間
満
了
日

４
月
12
日
：
公
告
の
取
り
外
し
は
、
こ
の
日
以
降
に
す
る

※
な
お
、
据
置
期
間
は
、
４
月
12
日
よ
り
開
始
さ
れ
て
い
る

↓
《
据
置
期
間
：
１
か
月
》

５
月
11
日
：
据
置
期
間
終
了
日

５
月
12
日
：
宗
派
（
総
長
）
へ
の
寺
有
財
産
処
分
承
認
申
請

⑷
公
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
ど
う
な
る
の
か

「
境
内
建
物
も
し
く
は
境
内
地
で
あ
る
不
動
産
ま
た
は
財
産
目
録
に
掲

げ
る
宝
物
」
を
処
分
し
た
場
合
、
そ
の
行
為
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
善
意
の
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
為
の
無

効
を
も
っ
て
対
抗
で
き
ま
せ
ん
。
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